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一
、
亭
時

の
畢
た
る
続
計
學

二
、
戦
時

の
學
た
る
統
計
學

三
、
戦
争
と
入
口
統
計

四
、
戦
争
と
経
濟
統
計

五
、
戦
争
と
丈
化
統
計

,

統
計
學

は
雫
均

の
學

(
サ
イ

エ
ン
ス
・
オ
ヴ
・
ア
ヴ

エ
レ
イ
ジ

ス
)

で
あ

る
と

い
ふ
こ
と
が
信
じ
ら
れ

て
ゐ
る
。

エ
ツ
ヂ
ウ

オ
ー

ス
博

士
は
統
計
學
を
指

し

て
「
肚
會

現
象

に
關
す

る
奉

均

の
研
究

の
學
問

で
あ
る
」
と
云
ぴ
、
ボ
ー

レ
イ
敏

授
も
ま

た

「
統
計
學
は

正
に
之
を
聖
均

の
學
問

で
あ
る

と
云

つ
て
可

で
あ
る
」

と
述

べ
た

の
は
有

名
な
話

で
あ
る
。

こ
れ

ら

の
思
想
を
布
衛

す
れ
ば
斗
統

'
戦
争
と
統
計
學

く
郡
)

一
=



」
=

一

計
學

は
事
物

の
中
庸

を
取

つ
て
研
究
す

る
も

の
で
あ

つ
て
、
個

々
の
場
合

、
例
外

の
事

例

に
囚

は
れ
る

こ
と
な
く
、
事
物

の
大
局

性
、
全
膣
性

に
重
黙
を
置

い
て
研
究

を
行

ふ
と
ご
ろ

の
學
問

で
あ
る
と

い
ふ
ご
と

に
な
る
。
自
然
現
象

に
於

い
て
も
、
肚
會

現
象

に
於

い
て
も
、
例
外

的
な
事
例

と

い
ふ
も

の
は
絶

え
ず

存
在
し
、
屡

々
嚢

生

す
る
も

の
で
あ

る
が
ハ
例
外

は
飽
く

ま

で
例
外

で
あ

つ

て
本
則

で
は
な

い
。
例
外

の
場
合

に
抱
泥
し

、
本
則
的
な

る
も
の
を
逸

し
去

る
な
ら
ば
、
統

計
學

は
現
象

の
規

則
性
や
法
則
性
を

認
識

し
得
す

、
科
學

と
し

て
の
任
務
を
全

う
引
る

こ
と
が
出
來
ぬ

の
で
あ

る
。
例

へ
ば
人
間

の
出
生

に
於

け
る
男
女
性
別

の
割
合

は
個

々
の
事
例
即
ち
少
数

の
夫
婦

や
家
族

に

つ
い
て
親
察

す
る
と
き
は
不
規
則

で
あ

つ
て
常
規
を
知
り
得
な

い
が
、
大
局

に
於

い

て
は
、
即
ち
多
数

の
事
例
を
探

つ
て
大
量
観
察
を
行

ふ
な
ら
ば
、
牢

と
し

て
抜

く

べ
か
ら
ざ
る
秩
序
を
認
め
得

る

の
で
あ
る

(
例

・
へ
ば
本
邦
内
地

に
於
け

る
計
数

に
よ
れ
ば
、
出
生

に
於

け
る
男
女
比
は
毎
年

必
す

男
子
超
過

で
あ

つ
て
女

一
〇
〇

に
封

し

て
男

一

.
〇

四
或

は

一
〇
五

の
程
度

)
。

統
計
學

が
平
均

の
學
た

る
面

目
は
、
種

々
な

る
統

計
精
歎

、
即
ち
比
牽

、
散
布
度
.

歪
度

、
相

關

係
等

の
考
察
及
び
利

用

に
よ
り
、

一
暦
擾
充

せ
ら
れ
、
補

足

せ
ら
れ

て
來

た
。

統

計
學
を
以

て
申
庸

の
學
、
大
局

の
學

と
し
て
考

ふ
る
思
想
は
、
近
代
統

計
學

の
創
始
者
た

る
人

々
に
よ

つ
て
夙

に
抱
懐

せ
ら

れ

て
ゐ
た
。
例

ぺ
ば
ジ

ユ
ス
ミ
ル
ビ
は

一
七
四

」
年

に
初
版

の
出
た
有

名
な
著
述

「
神

の
秩
序
」

の
な
か

で
、
斯

か
る
思
想

を
展

開

し
、

「
個

々
の
家
族

に

つ
き
観
・察
す
る
と
き
は
、
娘

ば
か
り

の
家

が
あ

つ
た
の

、
男
兜
ば
か
り

の
家

が
あ

つ
た
の

、'
或

は
男
女

の
兜
数

が
様

々
な
比
例

に
於

い

て
見
出

さ
れ

る
。
小

さ
き
就
會

や
村
落

に

つ
い
て
も
規
則
性

は
仲

々
に
認

識
し
が
た

い
。

し
か

る

に
個

々
の
場
合
を
多
数

に
集
め
且

つ
多

く

の
年

に
わ
た
砂

、
し
か
も
全
國

に

つ
い
て
観
察

す

る
と
、
穏
れ
た
る
秩
序
即
ち
規
則
性



が
光

明

に
持
來

さ
れ
る
ゆ
」
'
と
述

べ

て
ゐ
る

(同
書
五
六
頁
)
。
ベ

ル
ギ

ー
の
統
計
學
者

ア
ド

ル
フ

・
ケ

ト
レ
ー
も
亦
た
そ

の
著
作

「
肚
會

物
理
學
」
(
一
八
六
九
年
)

の
緒
論

の
部

に
於

い
て
這
般

の
思
想

を
開

陳

し

て
曰
く

「
大
な

る
黒
板

の
上
た

白

墨
を
以

て
描

・

　

じ

か
れ

た
る
園

の
或

る

一
小
部
分

を
、
之

に
極
く
接

近
し

て
観
察

す
る
春

は
、
多
少
偶
然
的
放
恣
的

に
分
散

せ
る
多
額

の
鮎

を
認
め

る

に
過
ぎ
な

い
。

こ
れ
は
圓

の
弧
線

が
注
意
深
く
描
か
れ
た
場
合

に
も
同
断

で
あ
る
。
然

る

に
黒
板
か

ら
可
な
り
距
離
を
隔

て
て

之
を
眺

め
る
な
ら
ば
、
観
察
者

は

一
居
多
く

の
黙
を

硯
野

に
入
る
こ
と
と
な
り
、
而
か
も
そ
れ
ら

の
諸
貼

が

一
定

の
長

さ

の
圓
線

の
う

へ
に
、
平

等

に
分
布

し
て
ゐ
る
こ
と
を
認
め

る
で
あ
ら
う
。
而
か
も

さ
ら

に
眼
を
遠

ざ
け

て
こ
れ

を
眺
め

る
な
ら
ば
、
個

々

の
瓢

は

つ
、ひ
に
覗
野
か
ら
浩
滅

し
、
観
察
者
は
個

々
の
窯

の
諸
種

な
る
結
合
關
係
を
見
る
代
り

に
、
黙

の
分

散
を
司
る
と

こ
ろ
の

一
般
的
法
則
、
換
言
す
れ
ば
描
か
れ
た
る
曲
線

の
性
質

を
理
解

す

る
こ
と

に
な

る
だ
ら
う
。
而
し

て
こ
の
事
實

は
、
曲
線
を
形
成

、

す

る
無
数

の
鮎

の
如
く
、
軍
純
な
る
物
質

的
事
項

で
あ

る
代
り

に
、
或

る
程
度

ま

で
自
由

に
行
動

す
る
生
命
罷

に

つ
い
て
も
然
り

で
あ

つ
て
、
観
察

の
距
離

が
遠
ざ
か
る

に
從

ぴ
、

こ
れ
ら

の
生
物

の
自
由

意
思
的
行

動
は
、
観
察
者

の
眼
か
ら
消

え
去

る
で
あ
ら

う
」
云

々
。
則
ち

ケ
ト
レ
ー

に
よ
れ
ば
、
物
理
的
現
象

た
る
と
杜
會
的

現
象
た

る
と
を
問
は
す

、、観
察
箪
位

の
増
加
す

る
に

つ
れ
、

個

々
の
特

性
は
消
失

し
、
そ

の
現
象

が
依

て
以

て
存

立
し
構
績

す
る
と
こ
ろ

の
基
礎
事
實

が
表
現

さ
れ

る
と

い
ふ

の
で
あ

る
。

こ

へ

ぬ

へ

も

へ

の
命
題

は
後

に
統
計
學
者

に
よ

つ
て
大
歎

の
法
則

と
呼
ば
れ
る
や
う

に
な

つ
た
。

大
激

の
法
則

は
、
十
九
世
紀

に
於

い
て
は
、
数
學
者

の
側
か
ら
も
、
理

論
的
公
式
的

に
そ

の
眞

理
性

が
確

認
せ
ら
れ
、
現
代
科

・

學

の
重
要
な
ゐ
基
礎
的
命
題

と
な

つ
た
。
ま
た
之
を
誰
明
す
る
種

々
な

る
實
瞼
的
統
計

的
研
究
窓
行
は
れ
、
科

學
的

認
識

の
内
客

戦
争
と
統
計
學

(
郡
)

、

=

三



一二

四

に
豊
富

さ
が
加

へ,
ら
れ
た
。

ヤ但

し
十
九
世
紀

の
末

に
至
る
ま

で
は
大
歎

の
法
則
は
主
と
し

て
恒
常
性
を
有
す
る
現
象
、
、換
言
す
れ

ば

一
定

の
激

字
が
繰
返

し

て
出

現

の
研
究

に
關
聯

し

て
考
究

せ
ら
れ
、
事
物

の
攣
化
性

で
は
な
く

し

て
不
攣
性

の
側

に
重
窯
を
置

い

て
の
研
究

が
歴
倒
的

に
多
数

で
あ

つ
た
。

そ

の
結
果

は

バ
ツ
ク

ル

一
派

の
如
く

、
人
聞

の
意
思

の
自
由
を
否
認
す
る
宿
命
論

さ

へ
あ
ら

は
れ
、

こ
れ
を

め
ぐ

つ
て
の
論
争
が

に
ぎ

は

つ
た
。

世
上

に
生
起

す
る
例
外
的
な
事
件

、
例

へ
ば
自
殺

や
犯
罪

の
如
き
事

柄

も
恒
常
性

の
範

聴

に
於

い
て
取
扱

は
れ
、

そ

の
場
所
的
時

代
的
な
ゐ
相
違
性

の
側

が
輕
覗

せ
ら
れ
る
傾
向

が
あ

つ
た
。
職
争

の

如
き

は
申
世
以
來

、
欧
米

の
國
家

肚
會
と
攣
革

せ
る
重
要

な
事
件

で
あ

つ
た

に
か

瓦
は
ら
す

、
突
獲

的
事
件

と
し

て
多
く

の
科
學

的
統
計

學
者

の
考
察

に
取

入
れ

ら
れ
す
、
僅
か

に
ド
イ
ツ
に
淵

源
を
有

す
る
國
勢
學
派

の
統

計
學
者

が
、

こ
れ

に
少
許

の
考
慮
を

彿

ふ
に
過
ぎ

な
か

つ
た
。
斯

く
し

て
十
九

世
紀

に
於
け

る
統

計
學
は
、
平
時

の
統
計
學

、
換
言

す
れ
ば
正
常

(
ノ
ー

マ
リ

テ
イ
)

の
統
計
學

と
し

て
の
性
質
を
多
分

に
帯

び
ざ

る
を
得
な
か

つ
た

の
で
あ

る
。

=

統
計
學

の
基
礎

理
論

と
し

て
大
数

の
法
則
を
取
入
れ

つ
X
、
し
か
も
恒
常

の
現
象

の
み
な
ら
す

、
攣
化

の
現
象
た

も
著
眼

し

て
獲

展

の
法
則

・
鍵
化

の
法
則
を
樹
立

せ
ん
と

し
た

と
こ
ろ

に
二
十
世
紀

の
統

計
學

の
特
色

が
存
す
る
。
斯

か
る
著
想

に
先
鞭
を

つ
け

統
計
法
則

ρ
内
容

に
現
代
的
意
義
を
附
興

し
た
最

初

の
學
者

は
、

ミ

エ
ヘ
ン
大
學

の
ゲ
ル

オ
ル
ク

・
フ
オ

ン
・
マ
イ

ア
教
授

で
あ

つ
て
、
氏
は
そ

の
理
論
統
計
學

の
著
述

の
な
か

で
、
廣
義

に
於
け
る
統
計
法
則

に
は
種

々
な
る
等
級

と
種
別

の
あ
る

こ
と
、
大
別



す

れ

ぽ

こ
れ

を

次

の
三
種

と
す

る

こ

と

の
出

來

る

こ

と
指

摘

し

て
ゐ

る
。
即

ち

e

規

則

性

(
一
名

軍

純

規

則

性

)

,

,

「

⇔

法
則

性

(
ゲ
ゼ

ツ

ツ

メ
ー

チ

ヒ
カ
イ

ト
)

も

.

一

㊨

法

則

(
狭
義

の
ゲ
ゼ

ツ
ツ
)

右

の
う
ち
規
則
性

と
は
、

一
定

の
秩
序

が
頻
り

に
反
復

す
る
け
れ

ど
も
、
著
大
な
る
例
外

が
時

に
ζ
れ

を
中
断
す
る
た
め

に
、

そ

0
秩
序
は
直
ち

に
現
象

の
典

型
と
認

め
能
は
ぬ
場
合

で
あ
り
、
法
則

性
と
は
、
秩
序

の
反
復
が
例
外
的
事
實

に
よ
り

中
断

せ
ら

れ

る

こ
と
少
く
、
典
型

の
存
在
と
認
め
得
る
場
合

で
あ
り
、
法
則

と
は

一
定
範
園
内

の
攣
異
は
存

在
す
る
け
れ

ど
も
、
秩
序

の
出

.現

が
極
め

て
恒
常
的

に
し
て
、
之

を
當
該

現
象

の
典
型

と
認
め
得
る
場
合
を
指
す
。
而

し

て

マ
イ
ア
敏
授

に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ら
三

種

の
場
合

の
う
ち
、
第

三

の
場
合

は
、
最

も
多
く
法
則
的
性
質

を
具

へ
た
緬

の
で

あ
る
け
れ

ど
も
、
科
學
的
用
語
を
適
當

に
短
縮

ロ

ノ

す

る
ご
と
が
望

ま
し

い
關
係
上
、

こ
れ
ら

の
場
合
、
或

は
少
く
と
も
第

二
と
第

三

の
場
合

は
、

一
般
的
意
味
即
ち
廣
義

に
於
け
る

、

「
法
則
」

と
解
繹

し

て
可

で
あ
る
と
云

ふ
。
而

し

て

マ
イ
ア
に
依

つ
て
斯

く
廣
義

に
解

せ
ら
れ
た
統

計
法
則

は
、
そ

の
係

は
る

と

こ
ろ
の
統
計
材

料

の
性
質

に
よ
り
、
次

の
四
種

の
部
類

に
分
れ

る
と

い
ふ
の
で
あ

つ
た
。
(
原
書
二
〇
二
頁
)

ノ

e

歌

態

の
法

則

(
ツ
ー

ス
タ

ン
ヅ

・
ゲ
ゼ

ツ

ツ
)

.

⇔

稜

生

の
法

則

(
エ
ル

シ
ア
イ

ヌ
ン
グ

ス

・
ゲ
ゼ

ツ

ッ
)

国

、嚢

展

の
法

則

(
エ

ン
ト
ヴ

イ

ツ
ク

ル

ン
グ

ス

・
ゲ
ゼ

ツ

ツ
)

戦
争
と
統
計
學

(
郡
)

コ

五



日
一
六

㈲

因
果

の
法
則

(
カ
ウ
ザ
リ

テ
ー

ツ

・.ゲ
ゼ

ッ
ッ
)

・

,

第

一
の
歌
態

の
法
則
と

い
ふ
の
は
、
杜
會
集

團

の
構
成

に
於

い
て
認

め
ら
れ

る
秩
序
關
係

で
あ

つ
て
、
例

へ
ば
人

ロ
の
性

別
,

年

齢
叉

は
職
業

に
よ
る
分
布
歌
態

に
あ
ら
は
れ

る
典
型
的
性
質

を
云
ぴ
、
第

二

の
嚢
生

の
法
則

(
一
名
頻
度
法
則

フ
レ
ケ

ン
ツ

・

ゲ
ゼ

ツ
ツ
)
と

い
ふ
の
は
、

一
定

の
肚
會
集
團

と
こ
れ

に
關
聯
叉

は
内

在
し

て
或

る
期
間
内

に
襲
現
す
る
現
象
と

の
關
係

に
認
め

ら
れ
る
秩
序

、
例

へ
ば
全
人

ロ
叉
は
部
分

人
ロ

に
封
す
る
年

々
の
幽
崔
、
「
死
亡
、
犯
罪

等

の
比
例
的
關
係

に
あ
ら
は
れ
る
も

の
を

意
味

し
、
第

三

の
稜
展

の
法
則

と
い
ふ
の
は
、
基
本

た
る
杜
會
集
團

が
時

の
維

過
と
共

に
示
す

と
こ
ろ

の
攣

化

に
あ
ら
は
れ
る
秩

序

で
あ
り
、,
例

へ
ば
同
時
代

に
生
れ

た
者

の
出
生
か
ら

死
亡

に
至
る
生
命

關
係

を
し
め
す
死
亡
表

に
あ
ら
は
れ
る
傾
向

の
如
き

が

そ
れ

で
あ
り
、
第
四

の
因
果

の
法
則

と
い
ふ
の
は
、

二
種
若
く

は
二
種
以
上

の
姓
會
現
象

(
静
態
叉

に
動
態
)

の
相

互
間
若
く

は

肚
會

現
象

と
自
然
現
象
と

の
間

に
認
め
ち

れ
奮る
直
接

叉
は
聞
接

の
因
果

的
秩
序
關
係
を

云
ふ

の
で
あ
り
、
例

へ
ば
季
節

と
死
亡
数

叉
は
犯
罪
数

と

の
間

に
於
け

る
關
係
や
、
貨
物

の
移
動

と
牧
穫
事
情

と
の
間

に
於
け
る
關
係

の
如
き

を
意
味
す
る

の
で
あ
る
。

マ
イ
ァ
博

士

の
統
計
法
則
観
を

一
暦
損
充
し
嚢
展

せ
し
め
た

も

の
は
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト

・
ア
ム

・
マ
イ

ン
大
學

の
フ
ラ

ン
ツ
・

ジ
ジ

エ
ー
ク
教
授

で
あ

つ
た
。

ジ
ジ

エ
ー

ク
教
授
は

、
餓
納
的
概

括
た

る
統
計
法
則

の
内
容

を
次

の
様

に
分
類

し

て
ゐ
る
。
(統
計

學
綱
要
、

一
九
二
一
年
版
、
・
三
三
頁
)

甲
、
規
則
性

(
レ
ーー
ゲ

ル
メ
ー

チ
ヒ
カ
イ
ト
)

}
、
現
象

の
時
間

的
輕
過
中

に
現

は
れ

る
規
則
性



イ
、
、恒

常

性

・
、
嚢

展

傾

向

ハ
、

周

期

性

二
、
諸
種

の
規
則
性

の
同
時
的
畿

現

二
、
場
所
的

に
翻

た
る
場

合
に
現
象

の
構
成
申

に
現
は
れ
る
規
則
性

一
三
、

人

ロ
の
諸
部
分

に
就

て
観
た
る
場
合

に
現
象

の
構
成
中

に
現

は
れ
る
規

則
性

四
、
人
的

標
識

の
攣
化
申

に
現
は
れ

る
規
則
性

乙

、
法
則
性

(
ゲ
ゼ
ツ
ツ

メ
ー

チ
ヒ
カ
イ
ト
)

一
、
差
異
法

に
よ
り
護
見

せ
ら
れ
る
場
合

門

二
、
競
合
攣

化
法

に
よ
り
獲
見

せ
ら
れ

る
場
合

ジ
ジ

エ
ー

ク
に
あ

つ
て
は
、
規
則
性

と

い
ふ

の
は
,

一
種

の
現
象

の
数
字
系
列

に
現

は
れ

る
秩
序
關
係

を
云

ふ
も

の
で
あ
り
、

法
則
性

と

い
ふ
も

の
は
、
二
種

の
現
象

の
数
字
關
係

の
聞

に
認
め
ら
れ

る
秩
序
傾
向
を
指

す
も

の
で
あ

る
。
論

理
的
な
分
類

と
し

て
は

マ
イ
ア
に

デ
歩
を
譲

る
が
、
統
計
的
秩
序
關
係

の
具
艦
性

に
重
き
を
置

い
て
分
類

を
設
定
し
た
瓢

は

マ
イ
ア
に
数
歩

を
ぬ
き

ん
す

る
も

の
で
あ
り
、
.特

に
時
聞
的
数
列

の
規
則
性
を
重
硯

し
、
こ
れ

に
獲
展
傾
向
や
周
期
性
を
認

め
た

こ
と
は
、
ハ
ー
ヴ

ア
ー
ド

大
學

の
維
濟
研
究
所

の
業
績

の
影
響

で
あ

る
と
は
い

へ
、
薪
時
代

の
動

的
統
計
學

の
艦
系

に

一
つ
の

エ
ポ
ッ
ク
を
劃
し
た
も

の
で

戦
孚
と
統
計
學

(郡
)

,

一
一
七



一

一,
八

あ

る
。

ま
た
ジ
ジ

エ
ー
ク
の
統
計
學
書

の
鷹
用

の
部

(
竹
田
武
男
氏

の
諜

あ
ひ
、
「
磨
用
統
計
學
」
と

い
ふ
書
名

で
大

正
十
四
年

に

東
京

の
有

斐
閣
か
ら
出

た
)
は
、
人

ロ
、
経
濟
、
行
政
、
司
法
、
衛
生

ト
道
徳
、
教
育
等

の
各
論
的
研
究

を
取
扱

つ
て
ゐ
る
が
、

そ

の
方
法
論
的

及
び
實

膿
的
観
察

を
な
す

に
當
り

、
屡

々
前

の
欧
洲
大
職

當
時

の
経
験
と
数

字
と
を
引

用
し
、
動
的
統
計
學

の
面

目
を
高

め
て
ゐ
る
。

右

の
如
く
、
現
代

の
統
計
學

は
、
李
均

の
歌
態

云
は
ば

ノ
ー

マ
リ

テ
イ
の
状
態
を

法
則
的

に
解
明

す
る
静
的
な
統
計
學
か
ら
、

攣
動

の
歌
況
云
は
ば
ア
ブ

ノ
ー

マ
リ
テ
イ
の
歌
況
を
構
造
論
的
、
或

は
景
氣
攣
動
論
的

に
繹
明

せ
ん
と
す
る
動

的
な
統
計
學

へ
と

移
行

し

つ
玉
あ

る

の
で
あ

る
が
、

こ
の
二

つ
の
統

計
學

が
如
何

に
綜
合

せ
ら
れ
る

べ
き
か
は
、
興
味
あ

る
將
來

の
課
題

で
あ

る
。

唯

だ
現
在

に
於

い
て
云
ぴ
得
る
と
こ
ろ
は
、
…戦
争

の
如
き
事
件
は
、
奮
來

の
統
計
學

に
於

い
て
は
殆
ん

で
顧

み
ら
れ
な
か

つ
た
も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
が
、
今

や
次
第

に
統
計
學
者

の
認
識

に
取
り
入
れ

ら
れ
、
而
か
も
軍

に
そ
れ
が
標
識

と
し
て
取
扱

は
れ

る
に
止
ら
す

、
軍
位

と

し
て
も
取
扱

は
れ
、
職
争

の
向

数

、
持
績
期
間
、
規

模
等
を
統
計
的

に
解

明
す
る

こ
と

こ
ろ
の
薪

研
究

が
あ

ら
は
れ
る
事

は
遠

い

將
來

の
こ
と

で
は
な

い
で
あ
ら
う
と

い
ふ
こ
と

で
あ

る
。

,

職
争

と

い
ふ
も

の
が
、
地
球

上
か
ら
消
失

し
な

い
現
象

で
あ

る
か

ど
う
か

は
、
心
肚
會
學
上
、
政
治
學

上

の
大

き

い
問
題

で
あ

る

が
、
第

一
次
欧
洲
大
職

と

い
ふ
も

の
が
人
類

に
於

け

る
最
後

の
職
争

で
あ

る
と
考

へ
た
國
際
聯
盟
主
義
者

の
夢
想

は
破
れ

て
、
今

や
入
類
未
曾
有

の
職

争
が
同
じ

地
球
上

に
於

い
て
職

は
れ

つ
y
あ
る

こ
と
は
、
現
前

の
事
實

で
あ

る
。
從

つ
て
職
争

と
い
ふ
も

の

を
考
慮

に
入
れ

る
こ
と
な
し

に
は
、
今

日

の
國

民
維
濟
、
國
際
経
濟
を

理
解

し
得
す
、
將
來

の
経

濟
や
政
治

の
動
向
を
察

知

し
得

嘲



な

い
こ
と

は
云

ふ
ま

で
も
な

い
。

、
統
計
學

も
、
そ
れ

が
輩
純

に
静
的
な
抽
象
的
な
法
則

の
震
見

を
以

て
現
實

の
政
治

や
維
濟

の
指

標
た
の
木
鐸

た
る
こ
と
を
期

せ
ん

と
欲
す
る
な

ら
ば
、
戦
争
を
背
景

な

い
し
封
象

と
し
た
研
究
を
無
硯

し
得
す

、

む
し
ろ
充
分

に

こ
れ
を
分

析
解
剖

す
る
と

こ
ろ
に
こ
そ
統
計
學

の
萩

し

い
課
題
と
任
務
が
存
す
る

の
で
あ
る
。
而

し

て
か
か

る
任

務
は
、

一
慮
古

昔

の
統

計
學

、
云
は
ば
政
治
的
統
計
學

へ
の
復

臨

で
あ

る
が
、
然

し
そ
れ
は
箪
な

る
懐
古

的
復
露

で
は
な
く

し
て
獲
展
的
復
聾

で

あ

る
。

換
言
す
れ
ば
、
政
策
を
論
じ
戦
争
を
扱

ふ
に
當
り
」
統
計
學

が
今

日
ま

で
開

拓

し
て
來

た
科
學

的
研
究
方

法
と
精
神
と
を

充
分

に
擾
充
援

用
す

べ
き

で
あ

り
て
、
.
こ
こ
に
こ
そ
職
時

の
學
を

と
し
て
の
統
計
學

の
新

面
目
が
存

す

ぺ
き

で
あ
る
。

以
下
、
社
會
統
計

の
領

域
を
、
人

口
統
計

、
経
濟
統

計
、
文
化
統
計

の
三
部
門

に
分
ち
、
職

争
と

こ
れ

ら
の
三
部
門

の
研
究

と

が
如
何

に
重
要
且

つ
親
密
な

る
關

係

に
あ
る
も

の
で
あ
る
か
を
明
か

に
し
て
み
た

い
。
職
時

に
於

け

る
こ
れ
ら
部
門

の
考
察

は
、

　

云
は
ば
職
争
期
聞
と
い
ふ
も
の
を
時
聞
的
標
識
と
し
て
の
考
察
で
あ
る
。
統
計
學
が
扱
ふ
事
物
の
標
識
に
は
、
時
間
的
標
識
、
場

所
的
標
識
及
び
實
際
的
標
識
の
三
種
別
の
あ
る
こ
と
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
時
間
的
標
識
と
し
て
の
職
争
期
聞
は
そ
れ
が
平
時
の

期
闇
即
ち
手
和
期
聞
よ
り
肚
會
的
経
濟
的
に
攣
化
の
激
し
い
影
響
を
齎
す
も
の
で
あ
る
。
循
環
性
や
規
則
性
が
全
く
方
向
を
韓
換

す
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ら
う
し
、
人
口
や
経
濟
生
活
や
文
化
現
象
に
或
る
構
造
的
攣
化
を
吸
び
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
で
あ
ら
う
。

ヅ

而
か
も

さ
う

し
た
攣

化
は
、
職

箏
が
長
期
化

も
叉
は
深
酷
と
な
れ
ば
な

る
ほ
ど

い
よ
く

著
し

い
も

の
で
あ
る
こ
と

に
注
意
せ
ね

ば

な

ら

な

い

。

・

、
戦

争

と
統

計
學

(
郡

)

㌧

.

・

2

・

=

九



ご
δ

一

人

口
統
計

は
、
批
會
統
計

の
う
ち

で
最

も
古

く
か
ら
開

拓
せ

ら
れ
た
部
門

で
あ
る
。

二

の
部
門

の
統
計

は
、
現
代

の
意
味

の
統

計

學
が
嚢
生

す
る
以
前
遙
か

に
古

く
か

ら
存
在

し
、
中
世

に
於

い
て
は
勿
論
、
支
那
,
近
東
諸
國
、

エ
ヂ

プ
ト
、
ギ
リ

シ
ア
、

ロ

ー

マ
等

に
於

い
て
は
、
古

代

に
於

い
て
も
そ

の
事
例
を
求

め
る
こ
と
が
困
難

で
は
な

い
。
而

か
も
斯

か
る
統
計

の
編
成
即
ら
統
計

調
査
は
、
何

よ
り

も
第

一
に
軍
事
的
目
的
即
ち
人
口
数
を
知
り
兵
力
を
構
成
す

る
た

め
に
實
施

せ
ら
れ
た

こ
と
が
多
か

つ
た
と
推

ゆ

察

せ
ら
れ

る
も

の
が
多

い
の
で
あ

る
。

チ

ス
ツ
カ
教
授

の
統
計
學
書

の
な
か

に
は
次
や
う
な
叙
述

が
あ
る

の
は
注
意

に
値
す
る
。

中
世
及
び
そ
れ

以
前

の
時
代

に
於

け

る
統
計
調
査
は
、
兵
役
能
力

あ
る
人

民

の
歎

や
租
税
員
捨
力
あ

る
人

ロ
の
歎

を
知

る
と

い
ふ
や
う
な
、
特
別
な

る
動
機
か
ら
行
は
れ
た

こ
と
は
明
肯

で
あ

る
。
而

し
て
か
か
る
調
査

は
既

に
、

エ
ヂ
プ
ト

に
於

い
て
は

キ
リ

ス
ト
紀
元
前
三
千
五
十
年

の
昔

に
、

ビ
ラ

ミ
ツ
ト
建

設

の
計
書
を
立

つ
る
た
め

に
行

は
れ
た

の
を
は
じ
め

と
し

て
、
紀

元

、前

二
千
二
百
年
頃

に
は
、

同
じ
く

エ
ヂ

プ
ト
に
於

い
て
、
最
初

の
士
地
調
査

が
行

は
れ
、
降

つ
て
紀
元
前

千
四
百
年

頃

に
は
、

ラ

ム
セ
ス
第

二
世

の
も
と
に
領
土

の
調
査
及
び
再
分

配
が
實
行
さ
れ

た
。
東
洋

に
於

け
る
古
査
國
家

(
支
那
)

に
て
ぼ

、
紀

元

前

二
千
三
百
年

(
一
読

に
は
二
千

二
百
三
十
八
年
)

に
人

ロ
及
び

土
地
調
査

が

實
施

せ
ら
れ
た

こ
と
が
孔
子

の

文
献

に
見
え

て
を
砂

、
紀
元
前

八
百
年

に
は
狭

義

の
國
勢
調
査

が

こ
の
國

で
行

は
れ
た

こ
と
も
傳

へ
ら

て
れ

ゐ
る
。

日
本

で
は
紀
元
前

六
百

な

 

六
十
年
及
び
八
十
六
年
に
人
降
統
計
調
査
の
行
は
れ
た
こ
と
、
し
か
も
後
者
に
於
い
て
は
年
齢
、
性
別
及
び
職
業
の
分
類
が
施



さ
れ
た

と
と
が
あ

つ
た
。

そ

の
ぼ
か

、

ペ
ル
シ
ヤ
で
は
ダ
レ
ウ

ス
及
び

ヘ
ル
ク

セ
ス
の
時

代

に
國

勢
調
査

の
行

は
れ
た

と
と
.

＼

ユ
ダ

ヤ
で
は
聖
書

に
述

べ
ら
れ

て
あ

る
や
う

に

モ
ー
ゼ

ス
や
ダ
ビ
ツ
ト

の
時

代

に
國
勢
調
査

の
行

は
れ

た

こ
と
、

さ
ら

に
ギ
リ

シ
轡
の
諸
都
市

、
例

へ
ば

ス
パ
ル
タ
や
ア
テ
ネ

で
は
、
夫

汝
紀
元
前

八
百
五
十
年
及
び

五
百
九
十
四
年

に
、

租
税
表

や
財
産
簿

作

成

の
た
め

に
國
勢
調
査

の
行

は
れ
た

こ
と
が
、
史
實

に
よ

つ
て
知
ら
れ

て
ゐ
る
。

聖

古
代

ロ
ー

マ
に
於

け
る
統
計
的
活
動

に
つ
い
て
は
特

に
よ
く

知
ら
れ

て
居

る
。

ロ
ー

マ
の
偉
大

な
る
支
配
者

タ
リ
ウ

ス
は
、

人
民
簿

の
設
定

に
ょ
り

、
人

ロ

の
定
期
的
な

る
静
態
調
査
を
行

ぴ
、
各
人
民

の
縫
綾
的
な

る
記
録

を
と
り

、
以

て
公
徴
や
位
階

官
職
な

ど

の
決
定

の
基
磯

と
な
し
た
。
個

人

の
記
録

は
、
氏
名
や
所
属
自
治
團
艦

の
關
係

の
み
な
ら
す
、
後

に
は
居
所

や
誕
生

地
、

さ
ら
に
父

の
名
、
ま
た
解
放

さ
れ
た
奴
隷

の
場
合

に
は
,
そ

の
雇

主

の
名

ま

で
が
調

べ
ら
れ
た
。

こ
の
セ
ン
サ

ス
は
五
年

に

一
同
づ

N
行
は
れ

る
定
め
で
あ

つ
た
が
、
實
際

に
は

そ

の
通
ρ
實
施

せ
ら
れ

ぬ

こ
と
も
あ
、つ
た
。

そ
・の
殿
か

ロ
ー

マ
で
は
、

キ
リ

ス
ト
生
誕

の
年
即
ち
紀
元
元
年

に
行

つ
た
國
勢

調
査
、
紀
元
後

四
十
七
年

に
ク
ラ
ウ
デ
イ
ア

ス
の
行

つ
た
調
査
、
さ
ら
に

紀
元
後

七
十
二
年

に
ヴ

エ
ス
パ

シ
ア

ン
に
よ

つ
て
行

は
れ
た
調
査
な

ど
が
著
名

で
あ

る
。
云

々
。

右

の
や
う
に
軍
事

的
目
的
は
、
國
勢
調
査

の
唯

一
の
目
標

で
は
な
か

つ
た
け
れ
ど
も
、
古

へ
㊨
國
家

が
概
ね
職
争

に
よ

つ
て
興

り
職
争

に
よ

つ
て
衰

へ
た

こ
と
を
考

へ
る
な
ら
ば
、
爲
政
者
が
國
防
的
見

地
か
ら
、
人

ロ
統
計

の
調
査

に
附
與

し
た
意
味

は
、
頗

る
大

で
あ

つ
た

こ
と
を
想

像
す
る
こ
が
出
來

る
。

人

口
激

と
國
力

と
が
密
接
な
關
係

に
あ

る
こ
と

は
、
近
代

の
爲
政
家

に
よ

つ
て
ま
す
く

強
く
意
識

せ
ら
れ
た
。
そ
れ

が
統

計

戦
孚
と
統
計
學

(
郡
)

=

;



一
二
二

學

に
も
反
映
し

て
、
十
七
、

八
世
紀

に
起

つ
た
國
勢
學

派

の
統

計
學

や
政
治
算
術

の
統
計
學

に
於

い
て
は
、
第

一
の
考
察
事

項
と

し

て
人

ロ
を
取
扱

ひ
、
ま
た
人

ロ
と
職
箏

と

の
關
係

に
も
読
き
及
ん
だ
。
特

に
英
國

の
政
治
算

術
派

の
學
者

中

ウ
ィ
リ

ア
ム

・
ペ

テ
イ
の
流
派

に
屡

す
る
八

女
は
、
そ

の
業
績

が
政
治
論

に
わ
た
る
部
分

の
多

か

つ
た
故

に
、
職
争

と
人

ロ
の
關
…聯

に

つ
い
て
も
特

別

の
考
察

を
忘
れ
な
か

つ
た
。

マ
ル
サ
ス
の
如
き

も

こ
の
派

に
屡
ず

る

一
人
と
見
徹

さ
れ

る
べ
き

で
あ
ら
う
。

十
九
世
紀

の
初
頭
以
來
、
漱

米

の
列
國

が
、
現
代
的
意
味

に
於
け
る
人

ロ
の
國
勢
調
査
を
開
始

し
た

こ
と
は
、
國
防
的
見

地
か

ら
見

て
重
要
で
あ
る
。
人

口
の
國
勢
調
査

は
イ
ギ
リ

ス
、
デ

ン

マ
ー
ク
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
、

フ
ラ

ン
ス
で
は

一
八
〇

、一
年
以
後

、

ノ

ー

ル
ウ

エ
イ
は

一
八

一
五
年

以
後
、

オ
ー

ス
ト
リ

ア
は

一
八

一
八
年
以
後

、

オ

ラ
ン
ダ
は

一
八

二
九
年

以
後

、

ス
イ

ス
は

一
八
三

七
年

以
後

、

ベ
ル
ギ

イ
は

一
八
四
六
年

以
後

、

ス
ペ
イ

ン
は

一
八
五
七
年
以
後

、
イ
タ
リ

ア

と
ギ
リ

シ
ア
は

一
八
六

一
年

以
後

、

ド
イ
ッ
は

…
八
七

一
年

以
後

、
ブ

ル
ガ
リ

ア
は

一
八
九

三
年

以
後

、

ロ
シ
ア
は

一
八
九
七
年

以
後

、
犬
%

い
五
年
叉

は
十
年
置

き

に
之
を
行

つ
て
を

る
。
米
國

で
ば
既

に

}
七
九
〇
年

以
後

十
年

に

一
同

づ

Σ
國
勢

調
査
を
反
復

し

つ
玉
あ

る
。
わ
が
國

に
於

い

て
、

人

ロ
の
國
勢
調
査
が

識

者

の
問
題

と
な

つ
た

の
は
、
古
く

明
治

十
七
年

頃

に
潮

る
が
、
種

々
な

る
事
情

で

遜

延
を
重
ね
、
漸
く

實
施

せ
ら
れ
た

の
は
、
大

正
九
年

(
十
月

一
日
)

の
こ
と

で
あ

る
。

こ
の
第

一
同
國
勢
調
査

に
要

せ
ら
れ
た
費
用
は
、

二
百
十
七

萬
飴
圓

で
調
査
事
項

(
標
識
)

は
、
氏
名
、
世
帯

に
於
け
る
地
位

、
男
女

の
別
、
出

生

の
年

月

日
、
配
偶

の
關
係

、
職
業
及
び
職

業

上

の
地
位
、
出
生

地
、
民
籍

別
叉
は
國
籍
別
等

で
あ

つ
た
。
わ

が
邦

の
人

口
國
勢
調
査

は
そ

の
後

五
年

ご

と
に
繰
返

し

て
行

は

れ
、
最

近

の
調

査
は
昭
和

十
五
年

十
月

一
日

に
、
朝
鮮

や
皇
漣

と
同
時

に
全
國

一
齊

に
施
行

せ
ら
れ

た
こ
と
は
、
讃
者

の
記
憶

に



薪
な

る
と
迂
ろ
で
あ
ら
う
。
本
邦

の
人
口
國
勢

調
査
は

」
同
を
重

ね
る
ご
と

に
そ

の
方
法

が
精
密

と
な
の
、
調
査

に
要
す
る
費
用

も

増
加

し

て
、
昭
却
+
五
年

の
第

五
同
國
勢
調
査

に

つ
い
て
は
、
申
央
費

と
地
方
費

と
を
合

ぜ
て
お
よ
そ

]
千
萬
圓
を
要

し
た
と

報
じ

ら
れ

て
ゐ
る
。
わ
が
國
勢
調

査

に
よ

つ
て
知
ら
れ

る
人

ロ
静
態

は
、
戸
籍
關
係

に
あ

つ
て
知

ら
れ

る
本
籍
人

ロ
と

は
異

ゆ
、

い
は
ゆ
る
現
在
人

鳳
で
あ
る
。
從

つ
、て
之

に
よ

つ
て

一
國

憎
時
代

に
於

け
る
批
了

の
兵
役
能
力
を
察

知
す
る
基
本
的
資

料
が
得
ら

れ
る
ば
か
砂

で
な
く
、
戦
争

等

の
影
響
即
ち
結

果
も
か

か
る
調
査

の
成
果

た
る
人

口
統
計

に
反
映
す

る
こ
と
弐

ふ
ま

で
も
な

い
。

人

口
の
静
態

及
び
動

態

に
直
接

重
大

な
る
影
響
を
及
ぼ

し
、
國
家
政
策
上
多
大

の
關
心
を
佛
は
ざ

る
を
得
ざ
る
も

の
は
、
職
争

に
ま

さ
る
も

の
が
な

い
。

し
か
も
戦
争

は
時
代

と
共

に
釜

々
長
期
化
し
大
規
模
化
す

る
傾
向

に
あ

る

の
で
あ

つ
て
、
そ
れ
が
人

口

に
及
ば
す
直
接

及
び
間
接

の
影
響

は
、
頗

る
注
目

に
値

ひ
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
日
露
職
争

は
、

わ
が
國
運
を
賭

し
た
大
職
争

で

あ
の
、
わ
が
國

の
動
員
数
は
百
萬
ん
内
外

に
達

し
た
と
い
は
れ

て
ゐ
る
が
、

こ
れ
を

そ
の
常
時

の
わ
が
國

の
人

口
で
あ

つ
た
四
千

サ

へ

七
百
萬

人

に
封
比
す
れ
ば
、
お
よ
そ
五
十
人

に

一
人
つ

つ
の
割
合

に
す
ぎ
な

い
。
然

る

に
、

こ

の
前

の
欧
洲
大
戦

の
と
き

に
は
ド

イ
ッ
の
如
き

は
七
百
萬
人
も
動
員

さ
れ
た
と

い
ふ
こ
と
で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
を
當
時

の
同
國

の
人

ロ
の
六
千
七
百
萬

と

い
ふ
数
字

に
割
當

て
る
な
ら
ば
、
優

に
人

ロ
十
人

に
つ
き

、一
人

の
割
合

で
動
員

せ
ら
れ
た
諜

で
あ
る
。
トな

ほ
前

の
欧
洲
大
…戦
の
と
き

の
人

ロ

喪
失
歎

に

つ
い
て
は
、
永
井
亨
博

士

の
論
文

「
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
諸
國

の
人

ロ
㌍
及

ぼ
し
た
る
世
界
大
戦

の
影
響
」

の
な
か
か
ら
次

の

一
節

を
引
用
し

て
参
考

忙
供

す
る
。
(
入
口
問
題
、
第
三
巷
第
ご
號
、
二
頁
)

ノ

先
づ
世
界
大
戦

(第

一
失
欧
洲
大
戦
の
意
味
)
に
よ
る
人
口
の
憂
失
数
を
見
る
と
、
そ
の
中
に
は
直
接
に
職
争
に
基
づ
く
死

戦
争
と
統
計
學

(
郡
)

三

三



一
二
四

亡
数

、
即
ち
職
死
歎

と
、
間
接

に
職
争

に
基

づ
く

死
亡
数
、
即

ち
職
時

及
び
戦
争
直
後

の
流
行
病
及
び
飢
鰹

に
よ
る
死
亡
数

と

が
あ
り
、

一
は
兵
員

の
死
亡
歎

、
他
は
銃
後
市

民
の
死
亡
激

で
あ
る
。

世
界
大
職

に
基
づ
く
職

死
数

は

一
千
萬

人
と
推

定
さ
れ
、

そ
れ
は
職

死
者
と

し
て
知
ら
れ
た
死
亡
数

で
あ
り
、
、
こ
れ

に
職
死
者

と
看
徴

さ
る

べ
き

三
百
萬

人
を
加

へ
れ
ば

千

三
百
萬
人
と

な
り

、
或

は
低
く
見
積

つ
て
職

死
数

八
百
五
十
萬
人
と
推

定
す
る
論
者

も
あ

る
が
、
大
約
千
萬
人

と
見

て
大
過
な
か
ら
う
。

そ

の
内
課
を
見

れ
ば
、
北
米
合
衆
國
及
び

日
本

を
除
く
聯

合
軍
側
五
百
萬

乃
至
六
百
五
十
萬
、
土
耳
古
を
除
く
申
央

軍
側

三
百
萬

人
以
上

に
分

れ
、
員
傷
者
数

は
二
千
萬
人
を
超

え
、
捕
虜

(
三
百
萬
人
)
及

び
行
衛
不
明
者

(
三
百
萬
人
)
を
別

に
す
る
も
、

死
傷

者
総
敬

大
約

三
千
萬

人
と
な

る
。

云

々
。

右

匹
如
き
事
情

は
、
戦
後

に
於

け
る
交
職
國

の
人

ロ
に
重
要
な
る
影
響
を
及
ぼ

し
た

こ
と
云

ふ
を
侯

た
な

い
。
而

し

て
濁
伊

の

如
き

は
職
後

の
人

ロ
封
策

に
螢

々
と
し

て
努
力

し
た
か
ら
、
職
孚

に
よ
る
瘡
演

を
次
第

に
同
復
す
る

こ
と
が
出
來
、
以

て
今

同

の

第

二
次
大
職

に
於

い
て
職

況
を
有
利

に
導
く
地
盤
を
き
つ
く

こ
と
が
禺
來

た
け
れ

ど
も
、
英

佛

の
如
き
は
、
職
後

に
於
け
る
人

ロ

政
策
が
依

然
自
由
主
義

的

で
あ
り
、
入

ロ
の
質

と
数

と

の
改
善

に
充
分

の
努
力

を
な
す

こ
と
を
忘
れ
た
か
ら
、
人
的
資
源

の
飲

乏

は
開
職
後

速
か

に
感

じ
ら
れ

、
今

日
な
ほ

こ
の
問
題

に
携
み

つ
玉
あ

る
こ
と
は
、
我

々
に
と
り
良
き
敏
訓

で
あ
、る
と
去
は
ね
ば
な

ら
な

い
。

日
本

の
入

ロ

(
内
地

の
本
籍
人

ロ
)
は
、
明
治

の
初
年

に
約
三
千
萬
人
で
あ

つ
た
も

の
が
、
國
力

の
増
進

に
俘

つ
て
駿

々
と
し

て
増
加

し
、
大
歪

十
二
年
末

に
は
六
千
萬
人
を
突

破
し
、
昭
和
四
年
末

に
は
六
千
五
百
萬

人
を
超

え
、
昭
和
九
年
末

に
は
七
千
萬



人
を
過
ぎ
た

こ
と
は
世
間

に
周
知

の
事
柄

で
あ
る
。

か
く
し

て
支
那
事
攣

の
起

る
ま

で
、
日
本

の
人

口
問
題

は
、
年

々
増
加
す

る

百
萬
人
近
く

の
人

口
を
如
何

に
し

て
養

ふ

べ
き
か
、
即
ち
著

し
き
人

口
過
剰

の
問
題

と
し

て
當

局
及
び
識
者

の
考
究
を
わ
づ
ら

は

し
た

の
で
あ
る
。
外
國

の
學
者

ま

で
が
、

日
本

の
人

ロ
問
題

を
と
ら

へ
て
頻
り

に
論
議

し
た

の
は
こ

の
時
代

の
こ
と
で
あ
る
。
然

る

に
支
那
事
攣

の
獲
生
及
び
第

二
次
敵
洲
大
職

の
勃
嚢

は
、
日
本

の
人

口
問
題

に
性
格

的
攣

化
を
も
た
ら
し
た
。

こ
ま
か

い
数
字

は
國
家

の
機
密

に
屡

す
る
か
ら
、

ご
ζ
に
掲

げ
ぬ
が
、
日
本

人
ロ

の
自
然
増

加

(
正
味
増
加
)

は
、
支

那
支
攣

の
進
む

に
從

つ
て

事
攣

前

の
や
う

に
顯

著

で
な
く

な
り
、
年

々
の
出
生
率
、
死
亡
率

及
び
出
生
超
過
率

に
も
注
目
す

べ
き
攣

化
が
あ

ら
は
れ
た

の
で

あ

る
。
他
方
、
事
攣
及
び
職
争

の
長
期
化

に
俘

ふ
入
的
資

源

の
大
需
要

菰
、
男
女
帥労
力

の
大
不
足
を
招
く

こ
と
と
な
抄

、
國
家

も

之

に
封
す
る
政
策

と
し

て
積
極
的
人

ロ
統
制

に
乗
出

し
、
昭
和
三
十
五
年

に
於

け
る
内

地
人

ロ

一
億

を
目
標

と

し

て
進

む

こ
と

と

な

つ
た
の
で
あ
る
◎

こ
の

一
事

を
以

つ
て
も
戦
孚

が
人

口
の
動
静

に
及
ぼ
す
影
響

は
如
何

に
重
大
な

も

の
で
あ
る
か

が
わ
か

る

の

版

で
あ
り
、
ま
た
襲
表

は
制
限

せ
ら
れ

て
も
人

口
統
制

の
隠
れ
た
る
権
威

性
を
疑

ふ
こ
と
が

で
き
な

い
。
,

四

り

現
代

の
職
争
が
國
家

の
総
力
職

で
あ
る
と
い
は
れ

る
に
は
、
二

つ
の
意
味

が
あ
り
得

る
。
第

一
は
老
若

男
女
、
國

民

の
悉
く
が

,そ

の
職
域
を
通
じ

て
職
孚
目
的

の
途
行

に
全
力
を

つ
く

さ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
い

ふ
こ
と
で
あ
り
、
第

二
は
、
第

一
線
た

る
武
力
職
は

も
ち
ろ
ん

、
思
想
職
、
、
宣
傳
戦

、
防
諜
職
、
防
塞
戦
、
経
濟
戦
な

ど
が
相
結

ん

で
行

は
れ

、
そ
の
何
れ

に
も
不
備

が
あ

つ
て
は
な

戦
争
と
統
計
學

(
郡
)

憎
二
五



一
二
六
.

ら

搬
と
W

ふ
こ
と
で
あ
る
。
特

に
職
争

と
維
濟

力

と
の
結
付
き

は
、
職
争

の
長
期
大
規
模
化

に
と
も
な

ひ
釜

々
重
要
な
も

の
が
あ

り
、
今

日

の
職
争
を

一
名
経
濟
職
争

で
あ

る
と
云
ふ
論
者

の
存

す

る
所
以

で
あ

る
。
「
職
争

し

つ
玉
建
設
す

る
」
こ
と
も
今

日

の
職

争

の

一
大
特
色

で
あ
り
、
占
擦
地
域

の
治
安

及
び
経

濟
工
作

は
職
争

の
目
的
を
完

ふ
す

る
た
め

に

一
日
を
室
し
う
す

べ
か
ら
ざ
る

も

の
で
あ

る
。
か
う

し
た
國

の
内
外

に
わ
た
る
職
時
及
び
職
役

の
國
家

政
策

が
、
経

濟
統
計

の
充
實

と
整
備

に
よ

つ
て
全
き
を
得

る
も

の
で
あ

る
こ
と
は
、
深
く
注
意

を
要
す

る

と
こ
ろ

で
あ
る
。

経
濟
統

計

の
諸
部
門

の
う
ち
、
職

争

に
よ
り
特

に
著

し

い
飛
躍
を

示
す
も

の
は
、
先
づ
財
政
統
計

と
産
業
統
計

と
で
あ
る
。
財

政
統
計

は
國
民
経
濟
的
統
計

と
は

一
慮

別
種

の
も

の
で
あ
る
が
、
職
時

に
於

い
て
は
、
軍
事
豫
算

の
編
成

に
よ
つ
、

そ
の
数
字

は

膨
大

し
、
國
民
経
濟
を

り
電
ド
す

る
重
要
な
る
役
目
を
帯

び
る

に
至
る
。
例

へ
ば
、
今
次

の
支
那
事
攣

を
契
機

と
し

て
わ
が
國

の

國
庫
豫
算

(
経
常
部

と
臨
時
部

を

ふ
く

む
、

一
般
會
計

の
歳
出
額
を
掲
ぐ

、
歳
入
額
は
歳
出

額
と
略

ぽ
同
額

で
あ
る
)

が
如
何

に

増

大
し
た
か
は
、
次

の
数
列

に
よ

つ
て
も
端
的

に
知
る

こ
と
が
出
來

や
う
。
(
ダ
イ
ヤ
毛
ン
ド
統
計
年
鑑
、
昭
和
+
六
年
版
、
五
六
頁
よ
り
)

4

千
円

口

昭

禾

九

年

度

同

十

年

度

同

十

一
年

度

同

・

+

二

年

度

同

十

三

年

度

一
一
、

一
六

三

、
○

〇

一二

二

、
二

〇

六

、
四

七

八

二

、
二

八

二

、
一覧

七

六

二

、
ゼ

〇

九

、
一
五

七

9

三

、
二

八

八

、
○

二

九



同

十

四

年

度

四
、
四

九
三
、
八
三
三

同

十

五

年

度

六
、
一
電
三
、
七
七
〇

同

十

六

年

度

七
、
九
九
五
、
一
=

凝

右

の
雁
か
、
各
議
會

を
通

過
し
た
臨
時
軍
事
費

の
金
額
は
次

の
通
り

で
あ

る
。
(
同
書
七
四
頁
よ
り
)

チ
　

第

七

十

二

議

會

,

二
、
○
ニ
ニ
、
六
七

一

第

七

十

三

議

會

四
、
八

五
〇
、
○
○
○

第

七

十

四

議

會

四
、
六
〇
五
、○
○
○

第

七

十

五

議

會

五
、
四
六
〇
、
○
O
O

第

七

十

六

議

會

四
ゐ
八
八
〇
、
○
○
○

＼

右

の
諸
項

に
、
第

七
十

一
議
會

に
於

い
て

一
般
會
計

か
ら
移

管
し
た
額

及
び
第

二
豫
備
金

(
計

五

}
七
、
四
〇

六
千
圓
)
を
加

へ
る

と
き
は
、
臨
時

軍
事
費

の
総

計
額

は
ニ
ニ
、
三
三

五
、
〇
七
七
千
圓

と
い
ふ
亘
額

に
達
す
る
。

次

に
産
業

統
計
は
、
生
産
業

が
食
糧

の
増
産
、
軍
需
品

の
大
供
給

、
占
領

地
建
設
資
材

の
補
給
等

に
重
大
な

る
關
係
を
有
す

る

が
故

に
、
職
時
統
計

の
う
ち

の
鹸
麟
見

と
し

て
官

民
多
藪

の
關

心
の
的
と
な

る
。

但

し
そ
れ

が
自
由
な
る
嚢
表

や
利

用
は
、
徒
ら

に
敵
性
國

に
機
密
を
供

す
る

の
結

果
と
な

る
お
そ
れ

が
あ

る
か

ら
h
國
家

は
右

に
野

し

て
多

大

の
制
限
を
附
與

す
る

の
は
當
然

の

塵

置

で
あ

る
と

い
は
ね
ば

な
ら
ぬ
。
か
く

し

て
産
業
統

計

は
、
職
時

に
於

け
る
國
策

の
途
行

上
、
潜

在
的

に
重
要
な
る
役
割
を
演

戦
孚
と
統
計
學

(
郡
)

一
二
七
:



一
二
入

じ

つ
つ
あ
る

の
で
あ

る
。
從
來
統
計
學

の
原
論
書

に
於

い
て
は
、
ゲ

ヴ

エ
ル
ブ
リ

ツ

へ

・
ス
タ
チ

ス
チ
ー

ク

(
ド

イ
ツ
)
或

は

イ

ン
ダ

ス
ト
リ

ァ
ル

・
ス
タ
チ

ス
チ

ッ
ク

ス

(
英

米
)
な
る
用
語
が
散
見

す
る
。
前
者

は
鑛

工
業

(
鑛

山
業

及
び
製
造

工
業

)

の
統

計

を
意
味

し
、
後
者

は
お
も

に
製
造

工
業

の
統
計

を
意
味
す

る
。
欧

米

に
於

い
て
は
、
日
本
語

の
産
業
統
計

に
該
當

す
る
便
利
な

る
語
を
見
出

し
得

ぬ

の
で
あ

る
。
邦
語

で
産
業
統

計

と
い
ふ
と
き
は
農

、
牧
、
鑛

、
水
、
林
産
等

の
原
始
産
業
は
も
ち
ろ
ん
、
製

F

造

工
業

の
統
計
を
も
包
含

す
る
。
商
業

や
交
通
業

の
統
計
は

こ
れ

は
含

ま
ぬ
と
見

る

の
が
、
語
法
上
適
當
な
見

解

で
あ

ら
う
。
而

し
て
予

は
濠
業
統
計

に
爽

の
如
き
内
容

の
あ
る

こ
と
を
提
唱

し
た

い
。

一
、
産
業
資
本
統
計

,

の

二
、
産
業

勢
働
統
計

、

三
、
産
業
生

産
統
計

,

四
、
産
業
資

源
統
計

第

一
は
、
資
本
を
申
心

と
す

る
産
業

の
形
態
及
び
組
織

の
統
計

で
あ
り
、

い
は
ゆ

る
産
業
維
螢

統
計

の
申
心
要
目
を
な

す
。
第

二
は
産
業

に
關
聯
あ

る
勢

働
者

の
数

、
配
置

、
作
業

時
間
、
賃

銀
支
佛
、
厚
生
設
備
等

の
統
計

で
あ
り

、
附
随
的

に
は
勢

働
需
給

の
統
計
も
取
扱

ふ
。
第

三
は
産
業
的
活
動

の
成
果

の
統
計

で
あ
ρ
、

一
國

の
生
産
力

の
バ

ロ
メ
ー
タ

ア
た
る
貴

重
な

役
割
を
演
す

る
。

こ
の
方
面

に
於

い
て
は
生
産
数
量
指
数

の
如
選
、
特
別
な

る
統
計
技

術
が
進
歩

し

て
ゐ
る
。
第
四

は
、
職
時
下

及
び
贋
域
経

濟
政
策

の
考
究
及
び
樹
立
上
特

に
重
要
な

る
部
門

で
み
り
、
地
上

の
資
源

の
推
算
的
決
定

鮭
、
國
防

上
緊
要
な

る
計
書
材
料

と
な



る
。

こ
れ
ら

の
四

つ
の
部
門

は
、
相

五

に
密
接

な
、る
關
係

を
有

し

つ

玉
、
夫

々
專
門
的

に
研
究

討
査

さ
れ
る

べ
き
債
値

と
必
要

と

を
有
す
る

の
で
あ

る
。

噂

産
業
統
計

に
次

い
で
重
要
な
る
職
時
維
濟
統
計

の
領
域

は
、
貿
易
統
計
、
交

通
統
計
及
び
物
債
統

計

で
あ
る
。
貿
易
統
計

は
、

そ
れ
が
本
質
的

に
國
際
統
計

で
あ
る
關
係

上
、
職
争

の
推
移
と
は
重
要
な
關
係
を
有

し
、
國
力

の
潰
長
を
如
實

に
反
映
す
る
ば
か

り

で
な
く
、
貿
易
統
計

の
内
容

に
よ

つ
て
、

そ

の
國

の
産
業

界

の
活
動

を
も
推

知
す
る
こ
と
が
出
來
る

の
で
あ
り

、
、國
防

上
機
密

も

ノ

統
計

の

一
種

に
屡

す
る
。
加
之

、
貿
易
統

計
は
、
國
際

政
局

の
前
途

を
ト

す
る

一
資

料

と
も
な

る
。
例

へ
ば
支
那
事
攣
前
、
支
那

の
輸
出
入
貿
易

に
於

け
る
列
國
關
係

は
、
日
貨
排
斥
蓮
動

の
激
化
と
親

米
主
義
思
想

の
増
進

と
に
よ
り
、
日
英
米
諸
國

の
占
む

る

地
位

に
縣
逆

あ
り
、
事
攣

の
嚢

生
を
暗

示
す
る
と
こ
ろ

の
あ

つ
た

こ
と
は
、
申
華
貿
易

の
計
数
を
分
析
し

て
氣
付
く

と

こ
ろ

で
あ

る
。
次

に
、
交
通
統
計
特

に
國

内

に
於

け
る
貨
物

の
輸
逡
統
計

は
、
資

源
及
び
製

品

の
移
動
を
指
示
す

る
も

の
で
あ
る
か
ら
産
業

的
活
動
を
ト

知
す
る
手

が
か
り

と
な

る
べ
く

、
國
防

上
機
密
統
計

た
る
性
質
を
有
す
る
。

前

の
欧
洲
大
職

の
と
き
、
欧
洲

の
某
國

に
於

い
て
、
産
業
統
計

の
護
表
を
禁

止
し
な
が
ら
輸
逡
統
計

の
焚
表
を
制
限
し
な
か

つ
た
た
め

に
、
財

の
生
産
高

が
見
事

に
敵
國

側

に
よ

つ
て
ス
パ
イ
せ
ら
れ
た

い
と
い
ふ
事
例

が
あ

る
。
交

通
統
計

の
う
ち
、
交
通
機
關

の
設
備

に
關

す
る
統
計

も
右

と
同
檬
な

性

質
を
有

す
る
。

`

,

…戦
争

と
物
債

と
が
常

に
密
接
な
關
係

に
あ
る

こ
と
は
、
過
去

の
多
く

の
事
例
が
之
を
誰
明
し

て
ゐ
る
。

し
か

し
、
職
時

に
於

け

る
物
儂
騰
貴

は
、
通
貨

の
膨
脹

が
原
因

で
あ
る
か
、
物
資

の
不

足
が
原

因
で
あ

る
か

に
つ
い
て
は
、
從
來
種

々
な
る
統
計

的
研
究

戦
争
と
統
計
學

(郡
)

・

一
二
九



醐
三
〇

が
あ
る

に
拘
ら
す
、
結

論

が
定
著

せ
す
懐
疑

の
分
子
を
残

し
て
ゐ
る
。
何

れ
か
と

い

へ
ば
、
通
貨

と
物
債

と
の
關
係

に

つ
い
て
は

多
く

の
誰
明
が
あ
る

が
、
物
資

の
需
給

と
物
便

と

の
關
係

を
無

睨
し
た
も

の
が
多
く
、

い
は
ゆ
る

「
他

の
條

件
を
攣
化
な

し

と
見

て
」

て
ふ
前
提

σ
う

へ
に
立

て
る
研
究

が
大
部
分

な

の
で
あ
る
。

し
か

る

に
、
職

箏

は
こ
の
他

の
條

件
な
る
も

の
を
大

い
に
攣

化

へ

せ
し
む
る
も

の
で
あ

る
か

ら
、
斯
か

る
前
提

の
う

へ
に
立

つ
研
究

な
職
時

物
便

の
研
究

と
し

て
は
意
義
少
き
も

の
と

い
は
ね
ば
な

ら
な

い
。
何
れ

に
し

て
も
職
時

に
於

け
る
物
贋

の
騰
貴

は
参
職
國
共
通

の
傾
向
で
あ
る
。

こ
の
縢
貴
を
抑
制
す
る

と
こ
ろ

に
統
制

維
濟

の
必
要
と
便
値

と
が
存
す

る
が
、

そ
れ
が
成

功
す
る
か
否
か
は
官
民

の
協
力

一
致

に
倹

つ
と
こ
ろ
多
大

で
あ
る
。
物
便
統
計

の

一
種

に
生
計
費
指
数

と

い
ふ

の
が
あ

る
。
卸
費
物
債

指
数

よ
り
も
小
費
物
贋
指
激

に
近

い
性
質
を
有

し
、
生

活

に
必
要
な

る
費

目

の
便

格
は
有

形
財
た
る
と
無
形
財

た
る
と
を
問

は
す
包
括

せ
し
め
る
も

の
で
あ
る
。
次

に
、
わ
が
内
閣
統
計
局

が
毎

月
畿
表

し

て
ゐ
る
生
産
費
指
数

を
引
用

し
、
事
攣
下

に
於

け
る
國
民
生
活

の
緊
迫
を
語

る
資
料
た
ら
し
め
る
や
う
-一

全
國

二
十
四
都
市

の

綜
合
指
数

で
あ

つ
て
、
事
憂
直
前
即

ち
昭
和

十
二
年
七
月
分
を
基
準

一
〇
〇

と
し
た
も

の
。

総

指

簸

飲

食

料

費

住

居

墨

光
熱

費

被

服

費

其

他

同 同 同 昭
和

十 十 十 十
五 四 三 二

年 年 年 年
亭 亭 準 耶
均 均 均 均

●-i畠 ■隔騨亀 ■一■凸 ■■■幽

四 一400
〇 九 九 一
● ● ■ ●

八 フも 、5猛 四

ロー■晶 繍■幽6-■ 口■亀

五 二=-60
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右
な

加
重

(
評
量
〉
算
術
畢
均

の
算

法

に
よ
り

求
め
た
も

の
で
、
給

料
生
活
者

の
生
計

指
数

で
あ

る
。
艸労
働
者

に
つ

い
て
も
略

.
ぼ
類

似

の
傾
向
を

し
め
す
激
列

が
計
算
畿
表

せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
被

服
費

に
次

い
で

飲
食

料
費

の
縢
勢

の
著

し
い
事
が
わ
か
る
。

絡

り

に
、
景
氣
統
計

は
、
職
争

の
問
題
と
離
れ

か
た
く
結

び

つ
い
て
論
議

せ
ら
れ

る
経
濟
統
計
研
究

の
新

領
域

で
あ

る
。

ハ
ー

ヴ

ア
ー
ド
大
學

の
研
究
所

が
創
始
し
た

い
は
ゆ

る
景
氣

循
環
分
析

に
於

い
て
は
、
職
争
等

の
不
規

則
的
憂
動
を
原
数
列
か

ら
除
去

す

る
と

と
が
困
難

で
あ

る
た
め
、
純

粋

の
景
氣
循

境
指
数

(
三
曲
線

の
指
敷
)
を
構
成

す
る
事

が
不

可
能

で
あ

つ
た

と
い
は
れ

て

ゐ
る
。
若
し

こ
の
構
成

が
可
能

で
あ

つ
た
な
ら
ば
同
研
究

所

の
景
氣
豫
測
事
業

は

一
暦

よ
港
適
申
率
を

示
し
た
か
も
知
れ
な

い
コ

し
か
℃

翻

つ
て
思

ふ
に
、
職
争

が
渾
側
球

上
か
ら
佛
拭

し
得
な

い
現
實

の
事

件

で
あ
る
以
上

一
職
争
が
起

ら
ざ
る
も

の
と
」
假
定

し

て
の
景
氣
豫
測
が
、
果
し

て
如
何
な

る
實
効
あ
ゐ

や
も
頗

為
疑
欄

で
あ

る
。
少
く

と
も
職
争
と
景
氣
攣
動

と
は
瀾
蓮
す
る

こ
と

が
多

い
。
要
す
る

に
、
職

争
と
い

ふ
も

の
は
、
景
氣
統
計

の
研
究
者

に
と

つ
て
問
題
と
し

て
の
ア
ル

フ
ア
で
あ
り

、

オ
メ
ガ

ア
で

あ

る

と
い

へ
る

の
で
あ
る
。

ヒ

五

肚
會
統
計

の
う

ち
、
入

ロ
統
計

や
経
濟
統
計
を
除

い
た
建
り

の
部
分
を
総
稻

し
て

「
文

化
統
計
」
(
ク

ル
ツ
ー

ア

・
ス
タ
チ

ス
チ

弘

ク
)
と
い
ふ
こ
と
が
、
學

界

に
於

い
て

一
つ
の
傾
向
と
な
り

つ
玉
あ

る
。

け
だ

し
、
政
治
、
敏
育

,
宗
敏
、
9文
藝
ρ
犯
罪

、、
自

殺
、
衛

生
、
警
察
等

の
諸

事
項
は
、

人

ロ
が
増

加
し

経
濟
生
活
が
定
ま

つ
て
後

に
そ

の
焚

達
を
見

る
と

こ
ろ

の
文
化
的

現
象

で
あ

も

じ

　

ロ

載

争

乏
統

計
學

(
諏
)

L

し

、

、

ご

一=

し



一
三
二

る

と
云

へ
る

で
あ
ら
う
し
、
或

は
少
く

と
も

こ
れ
ら

の
事
項

は
、
人

ロ
や
経

濟

の
條

件

に
よ

つ
て
左
右

せ
ら
れ

る
肚
會
文
化
的
現

象

で
あ
る
と
云
ぴ
得

る
か

ら

で
あ

る
。
文
化
統
計

と

い
ふ
語
を
用
ひ
は
じ

め
た
人
は
誰

で
あ

る
か

、
、明
か

で
な

崩
が
、
最
近

は
か

や
う
な
名
稻

を
附

し
た
二
、

三
猫

立
的
な

る
統
計
學
書

さ

へ
出
現
し
た

の
で
あ
惹
。
例

べ
ば
ド

イ
ッ

に
於

い
て
は

ミ

ユ
ー

ラ

ア
博

士

の

「
ド
イ
ッ
文
化
統
計
論
」
、
我
國

で
は
岡
崎
博
士

の

「
文
化
統
計

研
究
」

(
叢

文
閣
)

な

ど
が
そ
れ

で
あ

る
。

戦
争
は
廣
義

に
於

け
る
政
治
統
計
の

一
種

だ
と

い
ふ

こ
と
も
出
來

る
。

け
だ
し
一
職
争
は
國
家

が
そ

の
全
力

を
賭

し

て
行

ふ
政

治
的
行
動

だ
か
ち
で
あ

る
。

し
か
し
從
來

政
治

統
計

と

い
ふ
と
き

に
は
、
狭
義

の
も

の
を
意
味

し
、
立
法

司
法
行
政
な

ど

の
平
和

的
建
設
的
行
動

の
統
計

を
指

し
た
。
從

つ
て
職
争
は

こ
れ
を
突
獲
的
事
件

と
し

て
別
個

に
観
察
す
る
か
、
全
然

こ
れ

を
除
外

す

る

の
が
統
計
學
者

の
態

度

で
あ

つ
た
。
而

し

て
立
法
統
計

と
七

て
は
、

一
年

闇

に
嚢

布
せ
ら
れ
る
法
律

の
種
類

及
び
数

(
動

態
)
、
或

は
現
在
施

行

せ
ら
れ
セ

ゐ
る
法
律

の
数
及
び
種
別

(
艀
態
)
な

ど
を

し
ら

べ
る
こ
と
が
出
來

、
司
法
統
計
と
し

て
は
全
國

に
於

け

る
司
法
機
關

の
欣
態

(
設
備

及
び
入
員
)
を
は
じ
め

と
し

て
、
各
裁
判
所

の
取
扱

つ
た
事
件

の
種
類
と
数

(
動
態
)
、
各

刑
務
所

に

在
監

し

て
る
る
者

の
人
数
、

●
刑
期
別

、
年
齢
別
、
性
別

(
静
態
)
を
あ
ら
は
す

こ
と
が
出
來
、
行

政
統
計

と
し
て
は
、
全
國

に
わ

た
る
行

政
官

聴

の
分
布
事
情

、
官
公
吏

の
欣
況
、
議
員

の
關
係
、
選
學

の
消

息
な
ど
を
か
ぞ

へ
る

こ
と
が
出
來

る
。
し
か
し
。
職

孚

が
長
期
化
す
れ
ば
、

こ
れ
ら

の
政
治
的
活
動

の
内
容

に
も
影
響
す

る

の
は
勿
論

で
あ

る
か
ら
、
そ

の
意
味

に
於

い
て
は
、
職
争

.と

狭
義

の
政
治
統
計

と
は
決

し

て
無
關
係

で
は
あ
り
得
な

い
。

さ
う

い
ふ
場

合
は
、
職
事
期
間
を
時
蘭
的
標
識

と
し
た
政
治
統
計

の
考
察

が
行

は
れ
る

の
で
あ

る
。

、



教
育
統
計

ぼ
、
國

民

の
智
的
水
準
及
び
智
的
生
活
を
詮
明

す
る
任
務
を
有

す
ゐ
と
、
ジ
ジ

エ
ゼ

ク
教
授

が
云

つ
て
ゐ
る
智
的
水

準

と
は
教
育

的
活
動

の
結
果
な

い
し
成
績

を
云

ふ
も

の
と
解

す
べ
く
、
智
的
生

活
と
は
敏
育
的
活
動
を
行

ふ
人

が
亨
受
し

つ
瓦
あ

る
と

こ
ろ

の
生
活
態
様
、
云
は
ば
敏
育
制
度

の
こ
と
で
あ

る
と
解
繹
す
る

こ
と
が
出
來

る
で
あ

ら
う
。
而

し
て
こ
の
教
育

制
度

は

墨
∴校
…敏
育

制
度

を
最

た
る
も

の
と
す

る
が
、
廣
義

に
於

い
て
は
、
青
年

訓
練
所

、
成
人
…教
育
講
座
、
公

民
…教
育
講
座
、
圖
書

館
、

.博
物
館
な

ど

の
枇
會
敏

育
制
凌

を
も
之

に
包
含

せ
し
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ

る
。
教
育
統
計

は
職
争

と
直
接

の
關
係

は
少

い
。

し

か

し
職
争

が
長
期
且

つ
深
酷

化
す
れ

ば
、
教
育
制
度

の
内
容

に
は
種

々
な

る
攣
革

を
蒙
の

、
從

つ
て
敏
育
統
計

も
異

る
様
相

を
呈

す

る

に
至
み

べ
き

は
云

ふ
を
ま
た
な

い
。

・

「

、

今

日
ま

で
、
統
計
を
學
者

が
科
墨
的

に
取
扱

つ
た
例

の
な

い
の
は
不
思
議

で
あ

る
。
國
民
文
化

の
花

で
あ
り
實

で
あ
る
と

の
種

-の
統
計

を
分
析
解
剖

し

て
、
指
歎

化
,

圖
表
化

、
曲
線
化
等

し
た
な
ら
ば
、
國

民

の
頭

謄
的
特
色

に
關

し
て
興
味
あ

る
結
論

が
生

れ

て
く
る
だ
ら
う
。
文
藝
統
計

は
職
争

に
封

し
て
頗

る
敏
感

で
あ
ρ
、
職
争

に
よ
り
量

的

の
み
な
ら
す
質
的
な

る
攣
化
を
毛
被

る

も

の
と
推
定

さ
れ

る
。

文
化
統

計

の

一
部
門

の
う
ち
、
最
も
古

い
澹
革
を
有

す
る
も

の
は
道
徳
統
計

で
あ
る
。
道
徳
統

計

(
モ
ラ
ー

ル

p
ス
タ
チ

ス
チ

ッ
ク

ス
或

は

ス
タ
チ

ス
チ

ー
ク

・
モ
ラ
ー

ル
)

と
い
ふ
名

構
は
、

フ
ラ

ン
ス
人

の
ゲ
リ
イ
が
最
初

に
使
用

し
た

の
に
起

因
す
る
ら

し
く
、
現

に
彼
が

一
八

三
四
年

に
執
筆

し
た
榮
作

に
は

「
フ
ラ

ン
ス
の
道
徳

統
計

に
關
す

る
論
文
」

と
い
ふ

の
が
あ
り
、

一
八
六

一
年

に
公

に
し
た
論
作

に
は

「
イ
ギ

リ

ス
の
道
徳
統
計

と

フ
ラ

ン
ス
の
道
徳
統

計

と

の
比
較
」

と
題

し
て
あ
る
。
し
か
し
、
犯
罪

戦
争
と
統
謙
學

(
郡
)

一
三
三
闘



一
三
四

や
自

殺

な

ど

の
道

徳

統

計

的

現

象

を

研
究

し

た
學

者

に
な

、

彼

の
前

に
も

、
.グ

ラ
ウ

ン
争

や
悔

ジ

ユ
ス

ミ

ル

ビ
や

、

ケ

ト

レ
ー
な

ど

が

あ
か

、

殊

に
ケ

ト

レ
ー

は

、

犯
罪

激

が
年

々
規
則

正
し

く

あ

ら

は
れ

ゐ

こ
と

に
著

眼

し

て

「
犯
罪

の
豫
算

」

(
ブ

ジ

エ

・
ド

ヴ

.
ク
リ

去

)

と
い
き

と
を
唱

く
た

の
は
噸

る
有
名
な
事
柄

で
あ
る
。
な

ほ
犯
罪

の
規
則
性

に

つ
い
て
は
、
礎
來
學
者

の
解

繹

は
匿

々
で
あ

つ
て
声

ジ

ユ
ス
・ミ
ル
ビ
の
や
ラ

に
、

こ
れ
を
紳

の
秩
序

の
出
現

と
考

へ
る
者

(
神
學
派
)
、
ケ

ト

レ
㌧
の
や
う

に
自

,然
法
則

の
影
響

で
あ

る
乏
解

す
る
者

(
自
然
科
學

派
)
、
エ
ッ
チ

ン
ゲ

ン
の
や
う

に
哲

學
的
な

い
し
倫

理
學
的

に
論
明
す

る
者

な

ど

、

ぷ

あ

る
が
、
最

近

の
思
想

は
、

ミ

ユ
ン

ヘ
ン
大
學

の

マ
イ
ァ
博

士

一
派

に
よ
り
代
表

せ
ら
れ
た
も

の
で
あ

つ
て
、
道
徳
統
計
表

現

に
封
し

て
自
然
科
學
的
或
は

形

吻
上
學
的

を
な
す

こ
と
な
く
、
輩

に
数
字

を
数
字

と
し
て
、
即
ち
純

粋
統
計

學
的
立
場
か
ら
観
察

し
読

明
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ

る
。

ま
た
近
時
道

徳
統
計

の
内
容

は
大

い
に
擾
充

せ
ら
れ
、
犯
罪

や
自
殺

の
ほ
か

に
、
離
婚

や
私

生
兇
め
統
計
、
費

春
や
飲
酒

の
統
計

、
さ
ら
に
宗
敏

の
統
計
ま

で
も

こ
れ

に
加

へ
る
も

の
が
あ

る
。
道

徳
統
計

は

、
職
争

と

の
開

係

の
比
較

的
大
な

る
部
門

で
あ

る
と
い
ふ
べ
く

、

一
般

に
は
職
争

の
進
行

に
と
も
な

ふ
國
民
精
紳

の
緊

張
は
、
・犯
罪

や
自
殺

や
離

辱
婚

の
や
う

な
忌
む
べ
き
現
象

の
減
少
を
導
く

で
あ
ら
う
が
、
戦
敗
國

に
於

い
て
は
、
反
封

に
、
民

心

の
弛
緩

に
ょ
夢

こ
れ

ら

の
事

象

の
増
加

を
告
げ

る

こ
と
無
き

に
し
も
あ

ら
ず

で
あ
る
。

絡
り

に
文
化
統
計

と
し

て

の
衛
生
統
計

ば
、

一
冠
會

全
禮
或

は

一
國
民
全
罷

が
」
如
何
な

る
衛
生
歌
態

に
あ

る
か
を

し
め
す

と

こ
ろ

の
統
計

で
あ
り
、
・い
は
ぱ
大
量

現
象

と
し

て
肚
會

叉
は
國
民

の
衛

生
状
態

を
描
爲

す
る
任
務

を
有

す
る
。

こ
こ
に
馨
學

叉
は

り

り

衛
生
學
ど
の
限
界
が
横
は
る
の
で
あ

つ
て
、
讐
學
叉
は
衛
生
學
は
、
入
聞
個
艦
の
疾
病
又
は
衛
生
事
情
を
観
察
し
研
究
す
る
に
反

ρ



し
、
衛
生
統
計

(
枇
會

文
化
統
計

と
し
て

の
)

は
、
杜
會

叉

は
國

民
と
い

ふ
有
機

饅

の
健
康

叉

は
不
健
康
然
態

を
測
定
し
表
現
す

る

の
で
あ

る
。

ジ
ジ

エ
ー

ク
教
授
は
、
衛
生
統
計

の
内
容

と
し
て
、
.不

具
者

の
統
計
、
徴
兵
検
査

の
統
計

、
死
亡

の
統
計
、
疾
病

の
統
計

、
傷
害

の
統
計
、
老
擾

の
統
計

、
馨
藥
業

者
及
び
療
養
所

の
統
計
、
蓮
動
競
技

の
統

計
、
國

民
艦
位

に
關

す
る
問
題

の
統

計

な
ど
を
激

へ
て
を

る
。
衛

生
統
計

の
こ
れ
ら

の
諸
領
域

は
職
孚

と
關
係

の
深

い
も

の
が
多

い
が
、
就
申
國

民
罷
位

に
關
す

る
統

計

の
如
き

は
は
、
國
民

の
職

争
堪
久
力

を
察

知
す
る

の
に
訣

く

べ
か
ら
ざ
る
資

料

で
あ

る
。

文
化
統
計

の
諸
激
列
を
指
激
法
や
圖
解
法

に
よ
少
互

に
比
較
封
照
し
、
或

は
こ
れ
ら
を
人

ロ
及
び
経
濟
統
計

の
諸

数
列
と
比
較

封
照
し

て
研
究
考
察
す

る
こ
と
は
、
興
味
あ

る
將
來

の
課
題

と
し

て
残
さ
れ

で
あ
る
。

マ
イ
ア
博

士

の
い
は
ゆ
る
統

計

に
よ

る
肚

　

會

的

な

る
綜

合

像

(
ゲ

ザ

ム

ト

・
ビ

ル
ト

)

の
構

成

、

從

つ

て
同

博

士

の

い

は

ゆ

る
實

禮

的

肚

會

統

計

學

の

構

成

は

、

か

か

る

研

究

努

力

を

ま

つ

て
始

め

て

成

就

せ

ら

れ

る

も

の

で

あ

ら

う

。

β

}

主
要

な
る
塗
考
丈
献

(
番

號

は
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